
 

 

東白川村農業持続化支援金交付東白川村農業持続化支援金交付東白川村農業持続化支援金交付東白川村農業持続化支援金交付要綱要綱要綱要綱    

 

（趣旨） 

第１条 東白川村は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、農業の継続に支障をきたしている

農業者等に対して、農業継続の支援のため「東白川村農業持続化支援金」(以下「支援金」という。)

を交付するものとし、その交付に関してはこの要綱の定めるところによる。 

 

（事業期間） 

第２条 この要綱に定める支援金の事業実施年度は、令和４年度とする。 

 

（定義） 

第３条 この要綱において「農業者等」とは、個人、法人又は集落営農組合をいう。 

 

（交付対象者） 

第４条 支援金の交付対象者(以下「対象者」という。)は、令和５年度に東白川村内において「茶」若

しくは「水稲」の栽培を行う者とし、その詳細の要件については次の各号に定める。 

 （1）村外に住所を有する者であっても、この要綱の要件を満たす者は対象者とする。 

 （2）茶の栽培にあっては、刈り落とし等の保全的管理を行う場合も支援金の対象とする。ただし、 

保全的管理とする場合は、年２回(５～６月及び９～１０月)以上の刈り落とし等を行わなければ

ならない。 

 （3）水稲の栽培にあっては、転作作物として扱われる飼料用米等は支援金の対象としない。 

 （4）農地の貸し借りを行っている場合の対象者は、農地の所有者ではなく借主（耕作者）とする。 

 （5）対象となる農地は、原則として東白川村農業委員会が所有する「農地台帳」に記載がある農地 

とする。ただし、農地台帳に記載が無い場合にあっても農業委員会の許可を得た賃貸借を行って

いる場合は支援金の対象とする。 

 

（対象となる農地面積と支援金の額） 

第５条 支援金の対象となる面積の範囲は、畦畔、法面等を含まない作付面積とし、支援金の額は、作

付面積１０アール(1,000㎡)当たり１０，０００円とする。 

 ２ 支援金算定に係る面積の単位は平方メートル(㎡)とし、対象面積の合計に１㎡未満の端数がある

場合にはこれを切り捨てる。 

 ３ 作付面積として記載する数値の根拠として、次の各号のいずれかの数値を活用するものとする。 

 （1）「令和５年度水稲生産実施計画総括申込書」における「作付面積合計」 

 （2）集落営農組合にあっては、それぞれの組合の総会資料として示された令和５年度事業計画等の 

作付面積 

 （3）茶農家にあっては、東白川製茶組合若しくは五加茶生産組合が肥料購入量の算出などのために 

把握している各農家の作付面積 

 （4）村が所有する「農地地図システム」により、役場担当者が図側を行い算出した作付面積 

 （5）その他村長が適当と認める手段により算出された作付面積 

 

（交付申請） 

第６条 この支援金の交付を受けようとする者は、東白川村農業持続化支援金交付申請書兼請求書(様

式第１号)に関係書類を添えて村長に提出するものとする。 

 

（交付決定及び通知） 

第７条 村長は前条の申請書兼請求書の提出があったときは、その内容を審査のうえ、支援金の交付の



 

 

可否及び額を決定し、東白川村農業持続化支援金交付(不交付)決定通知書(様式第２号)により申請者

に通知し、支援金を交付するものとする。 

 

（交付決定の取り消し等） 

第８条 村長は、支援金の交付決定を受けた者が次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、支援

金の交付決定を取り消すことができる。 

 （1）虚偽の申請その他不正な行為により支援金の交付を受けたとき 

 （2）この要綱の規定に違反したとき 

 

（報告及び検査） 

第９条 村長は、支援金の交付決定を受けた者に対し、支援金の申請内容について報告を求め、又は必

要な調査を行うことができる。 

 ２ 村長は、栽培状況を確認するために、必要に応じ対象農地への立入調査を行うことができる。 

 

（その他） 

第１０条 この要綱で定めるもののほか、必要な事項は村長が別に定める。 

 

附 則 

この要綱は、公布の日から施行する。 



様式第１号(第６条関係) 

 

 

令和  年  月  日  

 

東白川村長 様 

 

申請者 住所又は 

所在地 

 

 

  

氏名又は名称 

及び代表者名 

 

             

   

 電話番号  

 ※携帯電話等、連絡が取れる番号を記入のこと。 

 

                     

東白川村農業持続化支援金東白川村農業持続化支援金東白川村農業持続化支援金東白川村農業持続化支援金交付申請書兼請求書交付申請書兼請求書交付申請書兼請求書交付申請書兼請求書    
  

下記のとおり、東白川村農業持続化支援金の交付を申請し、交付が決定された場合は当該

支援金の交付を請求します。 

なお、口座名義が異なるときは、支援金の受領を口座名義人に委任します。 

 

記  

 

１ 交付申請額等                               

申告事項 

(右記の意思確認
事項に間違いが無
ければ、□□□□にレ点にレ点にレ点にレ点
等を記入等を記入等を記入等を記入して下さ
い) 

□ 支援金の対象として申請する農地において、令和５年度に茶若し
くは水稲の栽培を行います。 

□ 栽培状況の確認のために、役場職員等が対象農地に立ち入ること
を承諾します。 

□ 支援金の交付対象となった事業内容に違反した場合、支援金の全
部又は一部について返還します。また、虚偽の申請その他不正な
行為により支援金の交付を受けたときも同様の取扱いで差し支え
ありません。 

作付面積 

（別紙作付計画

書の合計） 

 

           ㎡㎡㎡㎡    
（小数点以下切捨て） 

10ａ(1,000 ㎡) 

当たりの 

支援金額 

10,000 円 

交付申請額 

兼請求額 
円円円円(作付面積合計(㎡)×10 円)    

※茶と水稲の両方で※茶と水稲の両方で※茶と水稲の両方で※茶と水稲の両方で対象となる対象となる対象となる対象となる方は方は方は方は、、、、まとめて申請まとめて申請まとめて申請まとめて申請して下さい。して下さい。して下さい。して下さい。    

  提出期限：令和５年２⽉２８日(火) 期限厳守 



（裏面） 

 

 

２ 支援金の振込先（法人の場合は、法人名義の口座を記入のこと。） 

金融機関名  （        ）支店  預金種類  普通・当座 

（フリガナ）   

口座名義   

口 座 番 号(ゆうちょ銀行の場合は記号・番号) 

 

 

（添付書類）  
(1) ⽀援⾦の受取⼝座が確認できる書類(通帳の写しなど)。 
(2) 作付計画書(別紙) 
   ※作付内容が確認できれば他の資料でも構いません。 
   (例)・令和 5 年度⽔稲⽣産実施計画総括申込書(写し) 
      ・製茶組合が作成した「作付計画表」など 
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様式第２号(第７条関係) 

 

 

東産第   号 

令和  年  月  日  

 

          様 

東白川村長 今井 俊郎 

 

 

東白川村農業持続化支援金交付東白川村農業持続化支援金交付東白川村農業持続化支援金交付東白川村農業持続化支援金交付((((不交付不交付不交付不交付))))決定通知書決定通知書決定通知書決定通知書    

  

 

令和  年  月  日付けで申請のありました東白川村農業持続化支援金については、

下記のとおり交付(不交付)を決定し、併せて交付額を確定しましたので、東白川村農業持続

化支援金交付要綱第７条の規定により通知します。 

 

 

記  

 

 

１１１１    交付確定額交付確定額交付確定額交付確定額        金金金金                    円円円円    

２２２２    交付予定日交付予定日交付予定日交付予定日        令和令和令和令和        年年年年        月月月月        日日日日    
    
３３３３    交付条交付条交付条交付条件件件件            

(1) 東白川村農業持続化支援金交付要綱の規定を遵守すること 

(2) 村長は、支援金の申請内容について、交付を受けた者に対し報告を 

求め、又は必要な調査を行うことができる。 

  (3) 村長は、栽培状況を確認するために必要に応じ、対象農地への立入 

調査を行うことができる。 
     

４４４４    不交付若しくは申請額と確定額が異なる場合は、その理由不交付若しくは申請額と確定額が異なる場合は、その理由不交付若しくは申請額と確定額が異なる場合は、その理由不交付若しくは申請額と確定額が異なる場合は、その理由            
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